
日消外会誌 16(4):713～ 717,1983年

胃および十二指腸へ開日する胆管重複症の2例

名古屋大学第 2外科

原  日   明  生

横山胃腸科病院

横 山 泰 久 横 山  功

TWO CASES OF DUPLICAT10N OF THE COMMON BILE DUCT,

EMPTYING INTO THE STOMACH AND DUODENUM

Akio HARADA

Second Department of Surgery,Nagoya University School of MIedicine

Yasuhisa YOKOYAMA and lsao YOKOYAMA

YOkOyama Gastrointestinal Hospital

索引用語 :胆管重複症,胆 管果所開日

はじめに

胆道系にはしばしば種々の奇型がみられ,上 腹部手

術に際 してこれらに道遇することが少なくないつ。し

かし胆管が重複 し消化管へそれぞれ別個に開口するい

わゆる胆管重複症や,胆 管の胃への果所開口はきわめ

てまれでありの,報告例は少ない。今回我々は十二指腸

乳頭部および胃体部小弯側へ別個に胆管が開日する稀

有なる胆管重複症例を経験 した。過去に本院にて経験

した未報告の類似例 とともに,文 献的考察を加え,報

告する。

図 1 症 例 1奇 型様式

症例 1:62歳 ,男 性

主訴 t空腹時上腹部痛

胃X線 所見 :胃角部に巨大な潰瘍を認めた。

経過概要 t昭和38年 4月 30日胃切除術を施行した。

手術時,図 1に示すごとく胆管が総肝管より2本 に分

岐し,一 端は十二指腸乳頭部へ開日し,他 端は潰瘍部

より日側で胃内へ開口していた。胃へ開口する胆管内

に結石を 1ヨ認めた。十二指腸乳頭部への総胆管を確

認し,胃 内開日の胆管は結繁離断した。切除標本を図

2に 示す。病理組織検査にて潰瘍部病変はHI型早期癌

であった。

症例 2i37歳 ,女 性

主訴 :空腹時上腹部痛

既応歴 :4年 前に上腹部嫡痛発作で近医に受診し胆

石症と診断されたが放置 していた。

現病歴 12年 前より時に心鴛部痛あり,lヵ 月前よ

り空腹時の疼痛が強くなった,

入院時血液検査成績 :赤血球数398×104,血 色素量

13.Og/dl,自 血球数5,900,血 小板数24`7X104,総 蛋

白7.2g/dl,総 ビリルビン0,7mg/dl,直 接ビリルビン

0.3mg/dl, GOT161U, GPT141U, ア ルカリフォス

ファターゼ331U, といずれも正常値であった。

胃内視鏡所見 :図 3の ごとく角部小弯側にIIc tt HI

型陥凹病変を,図 4の ごとく体中部小弯側にII α様隆起

病変を認めた。生検により角部はCrOup V,体 上部は
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Croup Iであった.点 滴胆裏造影所見 :胆襲内に結石

像はなく,拡張した総胆管内に多数の結石像を認めた。

経過概要 :早期胃癌および総胆管結石症と診断し昭

和55年9月 30日,手 術を施行した。胆嚢摘出後胆嚢管

より胆道造影を施行したところ,図 5の ごとき像が描

出された。総胆管内に結石が充満 し,十 二指腸への造

影剤の流出はみられなかった。肝門部胆管は狭窄して

お り,左 肝管は著明に拡張延長し末端部は不整像を示

した.小 網切離操作にて肝左葉下面より胃体部へ向 う

径約 l cmの 索状物および伴走動静脈を認め,離 断に

て胆管 と確認した。以上より本例は血管走行奇型を伴

なう胆管重複症 と診断した。図 6に奇型のシェーマを

示す。幽門側胃切除術 (R2)を 施行しB‐I法にて再建

した.十 二指腸乳頭部へ向う胆管内の結石を摘出後,

胆道内視鏡および消息子にて胆管末端部を検索 した

図5 症 例2術中胆道造影.造 影剤は左肝管より胃内
へ流入している。

図6 症 例2奇型様式

図 2 症 r/11切除標本.潰 瘍の日側に胆管開田部がみ
られる(↑).

図3 症 例2内視鏡.角部小弯側のH ctt III型病変を示

す.

図4 症 例 2内視鏡.体中部小弯側のIIを様隆起病変を

示す (↑).
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が,十 二指腸への開通は確認出来なかった,胆 管を離

断し肝側端は閉鎖した。十二指腸側端および胃内開口

胆管肝側端 と空腸を ROux‐en‐Y式 に吻合 し手術を終

了した。再建術式のシューマを図 7に 示す.切 除標本

(図8)で は角部陥凹病変の口側に胆管開田部がみられ

る。病理組織検査にて癌部の深達度は mで ぁった。胆

管壁には胃固有筋層 と連なった筋層を認め,胆 管開口

部には通常のごとき洞様の粘膜構造を認めたが,Oddi

筋に相当する組織は認めなかった(図9).術 後胆道造

影にて乳頭部胆管の末端は盲端 と思われた。逆行性膵

管造影にて十二指腸乳頭 と肝管の開口を確認したが,

胆管は造影されなかった。術後 3週 で全治退院した。

考  察

胆 管 重 複 症 の文 献 上 最 初 の記 載 は,1543年 の

Vesaliusによる報告421とされる。Boydenいは十二指腸

へそれぞれ別個に開口する重複胆管例を報告 し,ま た

Vesalius以後の16例の胆管重複症 と54/1の胆管果所

開口症を集計した.児 玉りは Boyden以 後の胆管重複

症報告例を集計し,本 邦例 3例的0を含めて総計33例と

した。今回我々の集計し得た報告例は自験例 2例 を含

め本邦例 7例 でありの～lD,vesalius以後総計40例とな

る。本邦報告例を表 1に示す。

胆管重複の様式は種々であ り,Goorlのらにより報告

例が分類されているが, 日側の胆管が胃内へ異所開口
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図 8 症 例 2切 除標本.角 部II ctt III型病変 (↓↓)お

よび胆管開口部 (↑)を 示す。

図9 症 例 2胆管開田部組織標本.Oddi筋相当組織を

認めない。

表 1 胆 管重複症 本 邦報告例

番 号 報告者(報告年) 年 齢 性 主 訴 異所開口部 語石の有無

1 円 川  順 ( 1 9 6 8 ) 男 上腹部格,臓やけ 胃角部 無

主 司 忠 実( 栂6 8 ) 女 際  管 無

☆ 日 尚 良( 1 9 7 9 ) 女 右季肋部痛 十二指協球部 無

山本晋一郎(増79) 女 古季肋部痛 有

児 玉 孝 也(旧8 0 ) 女 二指け下行榔 無

三尾 明 彦0 9 8 0 ) 男 自党虚状なし 胃体中部 無

7 為多 嘉 具( 1 9 8 0 ) 男 Lほ部痛,鳴 吐 胃角部 無

寺尾 直 彦(1 9働) 女 上腹寄痛,出やけ 目体下部 無

自 験 例 男 空頒時上ほ部繍 日体下部 有

自 験 例 女 空腰時上腹部掃 目体中部 有

する例は比較的少なく,特 に胃角部よリロ側への開口

は本邦の 6例 のみである。Mentzerlゆらは胆道奇型の

多 くが他動物の構造に類似していることより,奇 型発

生の原因として遺伝的要因による可能性を指摘 した。

しかしBoydenりは各症例の奇型様式が種々異なるこ

図 7 症 例 2再 建術式
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我々の 2症例は,共 に長期間胃体部へ胆汁が流入して

いたと考えられ, この点で興味深い。

ま と め

十二指腸乳頭部および胃体部へ開口する胆管重複症

の 2例 を文献的考察を加え報告 した。

自験4/112例を加え,本 症報告例は40471,内本邦例は

10例である。

本論文の要旨は,第 195回東海外科学会総会にて発表し

ブt .

なおご校閲をいただいた名古屋大学第 2外 科近藤達平教

授に深甚なる感謝の意を表する。
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と,頻 度が極端に少いことなどの理由を挙げてこの説

を採 らず,ま た肝の発生異常に伴なう胆管重複の可能

性もこれを否定するWeissburgの 説を支持した。彼は

胆管重複奇型発生の説明として,胎 生初期における肝

寓 (Hepatic diverticulum)から頭側肝寓 (Pars he‐

patica),および尾側肝亀 (Pars cyStica)の2突 起が

分離する際の異常による可能性を指摘 した。即ち胆道

系の発生は胎生 2週 (体長2 5mm)の 肝寓の前腸末端

部よりの芽生に始まり,胎 生 5週 (体長4.5mm)に 頭

側肝寓及び尾側肝笛の 2突 起が分離発生し,前 者は肝

細胞索および胆管へ,後 者は胆嚢および胆嚢管へ発達

する。肝寓は後に総胆管へ発達するのであるが, この

時期には著 しく短かく発達が遅い1。
.Caseboltl。はこ

の肝笛の発達不良と, 2突 起の異常な発達により胆管

が重複するとした.胆 管の発生時期 と胃 ・十二指腸の

分離時期の相互異常により,胃 内への異所開日も起 り

うるlD。
現在までの文献では,ほぼ BOydenの 説が支持

されてヽヽる4)12)1的
.

胆管重複症の症状 としては,報 告pllの多くが上腹部

痛,胸 やけ,嘔 気などを記載 している, 自験例 2例 は

共に胃癌症例であったため,胃 病変によると思われる

症状を主訴 としていた.

ところで症例 2で は,術 中術後の検索にて十二指腸

乳頭部へ向 う胆管末端部の開通が確認出来ず閉塞が疑

われた。児玉つの報告例でも一方の胆管末端部は閉塞

が疑われたとしている。Boyden。は 2本 の胆管が消化

管へ開口する場合には,そ の一方が萎縮または閉塞す

る傾向にあると述べている。本例も萎縮に加え,炎 症

による二次的な閉塞機序が考えられる.

胆道系の奇型に伴ない血管系の走行異常も当然予想

されるが,症 例 2で は胃へ開口する胆管に伴走した動

静脈を術中に確認した。本例では血管造P//未施行のた

め,詳 細な血管走行は不明である。

胆管異所開田部の病理組織学的検索例は少ないつ.

症例 2で は前述したごとく,Oddi筋 相当組織は全 く認

めなかった。

また今回報告 した 2例 はともに早期胃癌症例であっ

た。文献上胆管異所開日と癌病変の合併例の報告はな

く,その関連は不明である。近藤1働らは良性疾患で胃切

除術を受けた25例の残胃癌症例について検討し,手 術

術式が B‐II法であった症例の方が B,I法 の症例に比

べて残胃癌の発生頻度が高いことを報告 している。さ

らにその成因について,種 々の要素に加えて胆汁の逆

流による慢性の反応性変化の重要性を述べている。
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